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|連合父母会文学賞 Ir阿久悠作詞賞」大賞に木村さん(商1) 
第6回連合父母会文学賞の表 父母会の後援を受ぴて反則年に

彰式が2月19日、駿河台キャン 設立。故倉橋由美子氏(作家、

パス ・紫紺館で開催され、「阿 196畔文率)の名を冠した文芸
久樹下調賞」大賞に木村匠さん 賞と、故阿久悠氏(作調家、

(商1)が還ばれた。また、同 1959年文率)の名を冠した作詞

作調賞ならびに「倉橋由美子文 貨の2部門があり、明大生を対

芸賞」の佳作を各3人が受貸し 象に作品を募集している。

た。 今回は倉橋由美子文芸賞に26

同文学賞は、学生の意欲的な 作品、阿久悠作詞貨に751'宇品の

課外活動を奨励しようと、連合 応募があり、文芸賞は中村和憲

第6回明治大学連合父母会文学賞

大賞 該当者なし

第1部門
I梨下の太陽J
震学研究科博士後期課程3年 菊池和美

倉橋由美子
文芸賞 倒乍 I金魚の憤死J

文学研究科博士前期課程1年 須田俊輔

Iリリス・ピンクj文学部4年 松ケ迫美賀

大賞 I浮き世のお芝居j 商学部1年木村匠

第2部門 I風の通り道J 文学部3年 青木佑太

阿久悠作詞貧 倒乍 Iリンドウj 文学部2年 松本航平

r exceptionJ 文学部1年 御供絢香

法学部教授(著作者)・越川芳

明文学部教授〈翻訳家、著述

家)・E敬介国際日本学部教授
(作家、翻訳家〉の3人が、作

調貨はプロデューサーの飯田久

彦氏が選者を務めた。

表彰式では、高橋信連合父母

会長、林義勝文学部長(連合父

母会文学賞運営委員長)のあい

さつに続き、福宮賢一学長カT祝
辞。 「とうした若々しい、みず

みずしい感性の持ち主が創作に

取り組むのは大変紫晴らしい乙

と。ぜひ今後も創作活動を続

砂、豊かな人生を送ってほし

い」などと受賞者をたたえた。

続いて、文芸賞選者の越川教

授、作詞賞選者の飯田氏がそれ

ぞれ講評を述べ、応募作品全般

や受賞作品への感想、今後の創

作活動に向貯たアドバイスなど

を口にした。作調賞大賞の木村

さんの作品『浮き世のお芝居』

について、飯田氏は「なかなか

本音が見えづらい時代背景をと

らえており、いろいろなイメー

ジを喚起する魅力ある作品」と

評した。

その後、受賞者が順にあいさ

つし、作詞賞大貨を受賞した木

村さんは「ありきたりの言葉は

使わず、普通は歌詞にならない

ような言い回しをするよう意識

しtuなどと喜びを語った。
最後に、シンガーソングライ

ターの山崎ハコさんの作曲 ・歌

唱による『浮き世のお芝居』が

会場に流され、出席者からは大

きな拍手がわき起乙った。

Tomoko Ichida
ハイライト表示
I梨下の太陽J
震学研究科博士後期課程3年菊池和美




